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防災科学技術総合研究報告　第16号　　1969

　（2）沖積平野は扇状地，自然堤防，デルタ，砂

洲などの地形要素の組合せからなっている．この

うち，デルタの占める面積がもっとも多く，かつ

デルタでの陸上堆積は1m位しかないところから

考えて，この平野形成には海退が大きな役割をし

ていることがわかる．

　（3〕約5，O00年前の最大海進期の海岸線は地

形の分類図にしるしたデルタの内陸側の限界であ

る．その後の陸化はある時は速く，ある時は遅く，

デルタ内に拾いて佐賀一佐賀江湖線など旧汀線

を認めることができる．陸化の速力及ぴ時期は筑

後平野と佐賀平野と白石平野とではかなり異なる．

　（4）地形と洪水氾濫型とは密接な関係をもち，

地形要素に対応した洪水氾濫型が見られる．扇状

地地帯では流速は速く，水深もかなりあり，砂れ

きの堆積も行なわれる．しかし，デルタの扇状地

に近い部分は水深も浅く，流速も遅く，土砂の堆

積も行なわれない．しかし・海岸部になると干拓

堤があり，満潮期には排水しないため水深はもっ

とも深くなる．このように洪水氾濫の状態が地形

によって異なるわけであるから，築堤などをする

場合，やはりこのような地域差を考慮すぺきであ
る．

　（5）嘉瀬川，筑後川，六角川の各流域では地形

と洪水氾濫の状態に薯しい地域差がある．

　嘉瀬川は砂れきの運搬堆積の多い河で，山ろく

には大きな扇状地が，それに続いて自然堤防が発

達し，河床は天井川化をし続けてきた．したがっ

て，洪水時破堤・氾濫が起。こると水は本川より周

辺部へ放射状にあふれることとなる．1945．

1949及ぴ1953年の洪水でもこのように流
れた．

　これに対して筑後川は砂れきの運搬，堆積の少

ない河川であり，これに加えて捷水路の建設及ぴ

薯しい干満の影響で侵蝕が薯しく，地盤高は周辺

部より本川に近づくにしたがって次第に低くなっ

ている．このため，水は周辺部より本川に集まる

か，あるいは本川よりあふれても再ぴ本川へもど

ってくる型となる．

　六角川は流域が極めて低平で，干満の影唇が上

流まで達し，河川というよりは海湾の延長といっ

I．有明海北岸低地の地形

（1〕地形概冒

有明海北岸には筑後川，嘉瀬川，六角川などの

た性格を持つている．したがつて，この流域の洪

水氾濫は干満の影響を薯しく受ける．

　このように三川では薯しい洪水氾濫型の相違が

あるから，治水工事にあたってもそれぞれ洪水氾

濫型に適した方法で行なわなけれぱならない．た

だし，これらの河川特に筑後川と六角川は高潮，

洪水も考慮に入れて拾かなければならない．

　（6）ところがこれらの地域でも河川改修や河床

砂利採取，地下水揚水，石炭採掘，干拓，鉄道・

道路建設などによつて自然の状態がかなり急速に

変化しつつある・このため，たとえぱ①堆積氾濫

型の嘉瀬川も砂利採取や捷水路工事，ダム建設な

どによって平均1m以上も低下してきた．②江北

平野では石炭採掘が大きな要因となって破壊的地

盤沈下が起こゲ低地をますます低くさせている．

③1二の関係もあつて六角川や牛津川，本庄江川な

どは塩水湖上が極めて優勢で淡水との混合が強い．

　①の変化によつて嘉瀬川の洪水氾濫の危険度・は

減じてきているのであり，②によって江北町の洪

水氾濫の危険が増大し，内水停滞が増加している

のであり，③によつて洪水氾濫があつた場合，塩

害の可能性が大きくなってきたのである、

　（7）嘉瀬川，筑後川，六角川各下流域では前記

の地形的理由もあって，濯概用水として嘉瀬川は

広い面積に使われているが，筑後川は小範囲に使

われているにすぎず，・また六角川はほとんど使わ

れていない．

　（8）嘉瀬川，筑後川，六角川の各下流域平野に

は溝渠網が発達する．これらの溝渠網は水不足地

域に拾ける水利用の方法としては大変すぐれたも

のであり，これがこの地域の米作発展に寄与した

ことについては高く評価さるぺきである．しかし，

化学肥料の普及，機械化など農業の近代化に伴い，

これら溝渠も用水源が確保され次第煩次埋立てて

行かねぱならない運命にある．ただし，この場合

用水源の確保だけでなく，溝渠の果してきた洪水

調節の役割も考慮して拾かなけれぱならない．ま

た，溝渠を埋立てて行く場合，嘉瀬川，筑後川，

六角川各流域では溝渠網の形態，機能などにかな

りの差があるのでこの点にも注意しなけれぱなら

在い、

河川が注ぎ，それぞれの下流に筑後平野，佐賀平

野，白石平野などが開けている．この平野をふち

どる山地は東部は三縄山塊，北部は背振山脈，西

一6一



1．地理掌的研究一多田’三井．大矢．岡崎・甲木

　　　　　　　　o　　u」　　　　　山　　Z　O　　；　掌く津5轟　　く［　Z山←」　　匝

［竃吠燃㎜□皿□■

き
一
ト
起
↑

㌃
ザ
埠
一

擾
蝉
挺
固

ご
実
簿

裂
冬
管
一

筆
葛
　
製
和

　
製
三

］
〉
一
く
O
＞
・

　
㌧

山
山
＞
山
」
　
」
く
匝
⊃
ト
く
Z

　
Z
く
L
　
に
］
～
’
O
」

、

δ
く
三
＜

、冒
廼

＼
㌔

炉　コ
“
、

妻
o
N…

り
　
　
　
　
9
　
　
　
　
①
　
　
　
　
O

婁
虻一

一
h
、＼

、
〔
、
　
　
3

　
　
　
．
口
∴

帖
㌧
一

一
ぎ
蚤
評

皇
轟
マ
．
め

婁一
，3
I
i

1
11

　
■仏　　
　
　
■

　
．
　
　
．
ξ
〉
＜
〉
∂

．
紬

「
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・
．
8
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
．
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
×
ミ
ー

　
　
け
　
一
　
ぷ
．

　
　
　
　
＝
　
＼

一
瞭
、
ξ

　
一
蒜
く
y
．
．
1

，
．
へ
、
宵
J
、
、
’

．
．
，
．
、
ー
ノ

・
－
・
“
、

⊃
畔
十
墓

i■

慧
。
冒

O
Z
一
Q
O
O
」
」

O
Z
一
↑
く
〇
一
〇
Z
一
　
Z
一
ω
く
0
0

L
O
　
止
〈
茎
　
＞
山
〉
ヒ
⊃
ω

　
　
．
1
．
ミ
§
’

．
、
　
．
一
込

O
↑
　
　
↑
O
山
↑
0
0
⊃
ω

旺
］
＞
匠

ω
く
u
匠
く

O
O
⊃
〉
＝
工
O
　
］
工
↑

」
〈
〇
一
〇
〇
」
O
工
L
匠
O
；
O
山
O

く

筑後川流域水害地形分類図図1－1

・7’



有卿ε北岸低地に渉ける水看防止に関する研究（＾終報告）
防災科学技術総合研究報告　第16号　　1969

部は杵島山脈である．

　段丘は主として東部に分布し，佐賀平野西部及

ぴ白石平野には見られない．また，白石平野西部

の杵島山脈は山ろくで平野と山地との移りかわり

が明瞭で，かつ山ろく練は屈曲に富んでいる．こ

の地形は地盤の沈降によつて形成されたものであ

る．これに対し，段丘は地盤の隆起を示すもので

あるから，有明海北岸低地は東部は隆起し，西部

は沈降を続けてきたことが推定できる．筑後川左

岸の平野では台地が次第に沖積平野にもぐり込ん

でいて，その境界が明瞭でない部分もある．

　扇状地は主として背振山脈の山ろくに発達し，

筑後川左岸及ぴ杵島山ろくにはほとんど見られな

い．背振山脈は花嵩岩でできているため洪水時崩

壊が著しく，山ろくに扇状地が形成されやすい．

　扇状地より下流は洪水時河道に砂が堆積して形

成される白然堤防の地帯となっている．自然堤防

の発達しているのは嘉瀬川及ぴ矢部川であって，

六角川，筑後川流域ではほとんど発達していない．

佐賀市の位置する徴高地はこの嘉渕11の自然堤防

の延長部にあたる．

　扇状地及ぴ自然堤防より下流側はデルタの地域

となる．地盤高は大部分1～4mであるが，筑後

平野では3～5mの部分が1～3㎞の部分より面

積が広い．これに対し，佐賀平野では1～3mの

部分が3～5mの部分より広く。4～5mの部分

はほとんどなく，白石平野は大部分が1～3mで
ある．これを見るとデルタも東部が高く西部が低

くなっていることがわかる．

　海岸に近い部分は近世以降の干拓地である．現

在の第一線堤のほか，旧干拓堤が第二線堤あるい

は道路などとして残されている．干拓年代は筑後

平野には比較的古いものが多いが，佐賀平野及び

白石平野前面のものは比較的新しい．これら干拓

地の地盤高は0～2mであつて，O　m以下の部分

はわずかに有明干拓地の一部にあるにすぎず，6

mにも及ぷ干満の差によつて干潮時の排水は容易

　　　‡である．

　干拓地の外側は干がいであり，干拓を拡大しな

いと土砂の堆積が水平的だけでなく垂直的にも増

加するので，千拓地の排永に悪い影讐を与える．

　（2）地形形成過程一海面変化を中心として一

｝　擾尾平野の干拓地は大部分地盤高は0m以下で干満
　の差も小さいので，排水は機械排水に全面的に頼っ

　ている．

岬干がい形成速慶は筑後川洞口の南川副の地先におい

佐賀平野で集めた地質柱状図を見ると，背振山

ろくの扇状地からデルタに移った所で，上部より

26mまでは青灰色の砂泥層であるが，それより

下22mは褐色に変わる．また，佐賀市に拾いて

も上部より30～40mの所で褐色の地眉がでて

くる．この不整合面はずっと海岸に伸ぴ，有明海

の一40m位の海底平坦面につながるといわれる＝榊

　この不整合より下は洪積層で，上は沖積眉であ

る．すなわち，下の地層はヴユルム氷期の海面の

著しく低下した時に堆積した地層であり，上の地

層は沖積世になって海面が上昇してきた時の堆積

物である．沖積世は今より約10，000年前に始

まるとされているから，上の青色粘土層は10，000

年以後の堆積物という1＝とができる．

　そして，沖積世の海面上昇は約5，000年前に

最高に達し，その限界が水害地形分類図に示すデ

ルタの内陸の限界と思われる．考古学でいう縄文

時代早期にあたる．地盤高からみると現在より約

4m海面が高かったと思われる．

　その後現在の海岸線まで海退が進んだわけであ

るが，海退の速度は一様でなく，ある時は速く，

ある時は遅かったと思われる．また時には小海進

もあつた．

　現在佐賀平野で見られる旧海岸線は一つは佐賀

市，佐賀江湖を結ぷ線であり，今一つは干拓地の

北端を連ねる近世の海岸線である．

　佐賀・佐賀江湖の線を境として，地盤高は3m

以下，北部ぱ3m以上である．重た，北部には牟

田寄など弥生時代の貝塚が分布するが，南部には

見当らない．また，佐賀平野の河川がほとんど南

北方向に流れているのに対し，佐賀江湖だけが現

海岸線と平行して東西方向に流れている．更に佐

賀市の位置する徴高地は海抜4～5mであるが，

この徴高地の中心部佐賀県庁付近で地表下3mの

土壌を分析したところ，大部分花嵩岩質のもので，

これは背振山脈から嘉瀬川によって運ぱれてきた

砂れきが旧海岸線に沿って東西方向に堆積1したも

のであることを示している．このような事実から

考えて，この旧海岸線は弥生時代から古噴時代に

かけての海岸線ではなかろうかと思われる．

　その後海退はかなり速く行なわれた．このデル

タの形成に海退が大きな役を果していることは，

て，水平的に年平均10m，垂直的に年平均7㎝で
あつた．

‡榊地団研（1965）有明・不知火海域の第四系．
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有明海北岸低地に春ける水害防止に関する研究（最終報告）
防災科学技術総合研究報告　第16号　　1969

佐賀市以南ではデルタ表面の陸上堆積物の厚さは

少なく，精々1mであり，それ以下は海成粘土層

であることからもわかる．筑後川あるいは六角川

の河道もかつての干がい中に形成された濤がその

重ま河道になつたものと思われる．

　弥生時代前期には佐賀平野では上米田，二本黒

木などの貝塚が台地末端に，言た，荒堅目，上黒

井などの貝塚が自然堤防上につくられた。

　弥生中期になると貝塚の位置は更に下り，神輿，

経塚，高志神社，上ケ池などの貝塚がデルタ中の

やや高い部分に形成された．

　弥生後期には更に海岸側の佐賀市牟田寄，デル

タの千代田村下直鳥カどに貝塚が形成された．

　これらの貝塚の分布及ぴ貝塚でない弥生時代の

遺跡の分布がいずれも時代ごとに東西方向に並ん

でいることから考えて，当時の海岸線も現海岸線

に平行に近い状態にあつたと思われる．

　貝塚及び貝塚を伴わない遺跡の分布から見て，

弥生時代の人々が洪水の危険を避けて，自然堤防

あるいは海岸の砂洲の上に生活していたことがわ

かる．

　（3）歴史時代における平野形成過程（図1－2）

　古墳時代になると有明海北岸低地では弥生時代

に引続いて集落が形成され，後背湿地も水田化さ

れ始めてきた．

　下って奈良時代から平安朝初期にかけて水田や

畑に適する所に条里が施行された．佐賀平野の条

里の南限は牛津町から佐賀市南部を通り，大川市

に至る線であり，その南に川副，与賀，賀世，小

城庄などの庄園が開けた．

　戦国時代末期の汐土井線は犬井道，大野，久富

の線であった．

　近世になると干拓地が薯しく形成されるように

なったが，干拓の行なわれた時期，速度などには

著しい地域差が見られた．このような地域差があ

るのはそれぞれの地域の社会，経済条件とともに

自然条件も異なるからである．

　佐賀平野南部では天明6隼（1786年）．鍋島

治茂が開拓にあたる六府方を設置し，干拓をその

中の搦方に管理させて以後薯しく干拓が進んだ．

この搦地帯の内陸側の干拓地は寵とよぱれる．

　明治以後になると士族が共同で干拓をしたり，

個人で干拓するように凌り，規模も大きくたった．

　昭和になってから県の代行によって大詑間，南

川副，国造，東与賀，西川副などの干拓が行なわ

れ，また，一部行なわれつつある．

］I。嘉瀬川・筑後川・六角川流域の地形・洪水氾

　　濫及ぴ水利用・土地利用形態の比較

　（1）地形・洪水氾濫型の比較

　前述のように有明海北岸低地の陸化には沖積世

後半の海面変化が大きく影響している．しかし，

デルタの母材である砂れきを運搬してきたのは河

川であり，この運搬あるいは堆積が行なわれるの

は大部分平常時でば凌く洪水時である．この砂れ

きの運搬・堆積を行なう洪水には薯しい地域差が

あり，この地域差は主として流域の地形の性質の

相違によって引起1＝される・’また・この．自然上の

地域差が水利用，土地利用の地域差を生ぜしめる

原因の一つとなっている．以下これらの地域差を

嘉瀬川，筑後川及び六角川について比較してみた

い．

　嘉瀬川　嘉瀬川ぱ背振山中に源を発し，川上に

て佐賀平野に出で，佐賀市西方を通って有明海に

注ぐ河である．背振山脈は高度低く，金山で967

mにすぎないが，傾斜は比較的急な所が多く，特

に岩石が花嵩岩よりなるため，豪雨時には山崩れ

が発生しやすい．また河の勾配も山地部では嘉瀬

川で21，74／1．O00，支流の砥園川では84．21

／1，000でかなり急である．このため豪雨時に

は山うくに砂れきが堆積して扇状地が形成されや

すい．そこで嘉瀬川は14，16km2，砥園川は

11．62km2の扇状地を形成している．～二の扇状

地より下流側は自然堤防の地帯となる．ごの自然

堤防及ぴその下流側のデルタの表面近くの土壌を

M
l0

9

8

7

6

5

4

3

2

0

CROSS　SECTlON　OF　THE　R．KASE

2
套刃
需皇
　害
　需

　　　　　　　　　　　　　　　KM0　　　　　2　　3　　4　　5

図1－3　嘉瀬川横断面
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1．地理学的研究一多田・三井‘大矢’岡崎’甲木

分析すると石英が多量に含まれて拾り，その他長

石，角閃石が認められるから，背振山脈の花嵩岩

地帯からこれらの砂れきが供給されたことが確認

できる．河床も最近までは天井川化が著しかった・

このため，扇状地の部分で横断面をとると図1■

3のようになり，河道が土地の高い部分を流れて

いることがわかる．したがって，洪水時本川より

あふれた水は放射状にあふれ，堤防が復旧されな

いかぎり本川へもどることはなかった・

　最近の洪水でここで破堤・氾濫を起こしたもの

は1945年g月17日の枕崎台風，1949年
8月16日～18日にかけてのジュディス（JU－

DITH）台風，1953年6月の集中豪雨の3つ
である．

　1945年の洪水の時は惣座付近で破堤し，尼
寺へ流れ，そこで二方向に分かれ，西のものは津

留へ，東のものは高木瀬町の方へ流れた．

　1949年の洪水状況図は図1－4のと拾りで
あって，左岸の川上及び右岸の大和付近で破堤し・

右岸のものは嘉瀬川西部を通って，左岸のものは

佐賀市東部を通って有明海に注いでいる．この時

は上流部での山地崩壊は著しかった．

　1953年の洪水については1－1表のような
表に基づいて聞き込み調査を行ない，図1－5を

表1－1 有明海北岸低地水害調査表■ ■ ．一　　’　　．　■　　1　　■　■’　■　　■■　　　■　　　1　　　一 ］　　　　　　■　　　　1

有明海北劇氏地水害調査表

調査年月日 年 月 日 地形面

調査地点 県
市
郡

町
村

1 最大浸水深 Cm

昭
和
二
十
八
年
度
水
害

2
一
3
一
4
一
5
一
6
一
7
一
8

最
高
水
位
至
腱
日
時
浸
水
開
始
日
時
排
水
完
了
日
時
湛
水
目
数
流
動
方
向
洪
水
流
の
速
さ
破
堤
日
時

　
月
　
月
　
月
流
入
方
向

日
日
日

時
時
時
日

流出方向　月　日

時

破堤場所
9 侵蝕一堆積
10
被害状況

1 最大浸水深 Cm
昭
（
和
ジ
’
ユ
’
十
デ
四
イ
年
ス
度
台
水
風
害
）

2 最高水位到達日時 月 日 時

3 浸水開始日時 月 日 時

4 排水完了日時 月 日 時

5 湛水日数 日

流動方向
流入方向

6 流出方向

7 洪水量の速さ

破堤貝時 月 日 時

8 破堤場所
9 侵蝕一堆積
10 被害状況

㎜甘節ガ舳冊　，．、“、．〃
　　　　　　　　　　　・、、，．．i11．．舳減些坐1鳩ヅし

　　　　　　　　　　　　■ll　l　H111
　　　　　　　　　　1I川11111，．一」．

　　　　　　　　　　　1川　＿　　　二一

　　　　　　　　　　　　一蝋而＝1一、定、　湛火呆
　　　　　　　　　　　　　　　　　一・・　。。・GO翻・・・・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉗　　睡目・一・・

PRE　PARED　BY　DR．YONEKU　RA

図1－4 佐賀平野洪水状況図（1949）
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1．地理掌的研究一多田．三井・大矢．岡崎・甲未

作成した．この時は左岸（平田対岸）で破堤し，

三派に分かれ，一派は蛎久，一派は津留，一派は

鍋島へと流れた．河川が天井川化していたため，

水は締切がすむ・まで1ヵ月間堤内地を川のように

流れ続けた．1ヵ月後締切りが済み，一時氾濫は

止言ったがまたすぐ破堤したため，重た1ヵ月間

堤内地を流れた．水深は津留に拾いて1m，鍋島

に拾いて45cmと低くなるが，長崎本線で流下を

さえぎられ，そこで水深を増して110cmとなる．

　このように嘉瀬川は1945年，1949年，
1953年と3回破堤したが，いずれも異なり，

流下した方向も異なる．しかし，いずれも扇状地

上においては放射状に流れ，流速も速く，砂れき

の堆積も行なわれ，水深もかなり深い．デルタ上

部になると水深も浅く左り，土砂の堆積もほとん

どなくなる．ところが海岸地域になると干拓堤が

あり，また，干満の差が大きいため満潮時には排

水できず水深が薯しく深くなる．日本の他の河川

でぱ海岸都では水深が浅くなるのが多いが，ここ

では深くなっている．

　筑後川　筑後川流域の地形は嘉瀬川とは異なり，

本川に近づくにしたがって次第に地盤高が低くな

っている．（図1－6）こればla）上流部山地が高

度低く，傾斜も緩やかで砂れきの供給が少ないこ

と，lb）流路の途中に玖珠盆地，日田盆地などの盆

地があって砂れきの下流への流下が止められてい

ること，（C）久留米が狭さく部になっていて，久留

米・夜明間も一つの盆地状地形を呈し，盆地中央

部の地盤が下る傾向にあり，砂れきの流下を止め
る役を果し七いること，（d）中下流部で捷水路の建

設によって洪水流下速度が速くなり，河床の低下

が起こること，（匂河口部での千満の差が大きく，

干潮限界は久留米まで達し，河口より7km上流
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図1－6　筑後川横断面

の大川市着津でさえ6月末で干潮時一1m，満潮

時2．5mとその差3．5mに達する．そのため，干

潮時では下流部でもかなり流速が速く，河床及ぴ

河岸が侵蝕される．

　このため，洪水氾濫形態は嘉瀬川とは反対に周

辺部より本川に集董るか，あるいは本川よりあふ

れても再ぴ本川へ集まってくる型となる、

　六角川　六角川の河床勾配は極めて緩やかであ

って，河床高は河口より26．5㎞もさかのほっ

てやっと0mである．重た，河口の住の江は有明

海でもっとも干満の差の大きい所で，その潮位差

は6，096mに達する．河床及び沿岸の平野は有

明海の浮泥よりなり，河口より30kmまで分布

する．このような状態から考えると，六角川は河

川というよりはむしろ海の延長であグ洪水氾濫

あるいは排水も干満に左右される．

　（2）水利用・土地利用形態の比較

　嘉瀬川　嘉瀬川は河道に近づくにしたがつて地

盤高が高くなっているため，用水を取るには便利

な河であり，河川の大きさに比して利用度が高い．

このため，佐賀平野で嘉瀬川の水を使用している

所ではしぱしぱ干害を起こした．これを解決する

ために北山ダムが作られた．このダムの完成によ

り，下流部で従来絶対必要とされていた溝渠網も

ある程度整理できる可能性を与えている．

　筑後川　筑後川では地盤高が本川に近づくにし

たがって低くなっていて利用しにくく，かつ塩水

湖上の問題もあるので用水として利用している範

囲は本川に沿う幅5．5～12kmの間に限られ，

河川の大きさに比して比較的狭い．利水の方法は

逆潮濯溺と機械用水である．

　六角川　六角川では⊥流重で河床の地盤高が低

く，塩水がかなり奥重で達するので，この河の水

を用水にすることはできず，周辺部水田は用水を

溜池か地下水に頼っている．六角川流域に分布す

る一多数の溜池はζのためのものである。かつては

この溜池のみでは濯激用水が不足するので田面貯

溜が行なわれたが，湿田化が著しくなったため，

深井戸に頼るようになってきた．

　清渠　この地方，特に筑後川・嘉瀬川流域には

用水のための溝渠が各地に見られる．元来，この

地方の溝渠網は揚子江下流地方のデルタと同じ型

弐のもので，水不足地帯の水利用の形態としては

もっとも進んだ型といわれる．

　この濤渠によって，洪水氾湿水を貯え，この水
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有明海北岸低地に珍ける水書防止に関する研究（螂終報告）
防災科学技術聡合研究報告　第16号　　1969

を還元利用することによってこの地方の米作がす

すめられてきたのである．特に大正後期に動カポ

ンブが入って以後は揚水労働が一挙に軽減され，

また冬の落水期に拾ける藺草栽培が可能となり，

更にポンプ利用の「かけ流し」によって水温を低
　　　‡下させ，夏の高温障害を防ぐことができた．更に，

溝渠地帯特有のゴミ揚げにより肥料分の供給が円

滑に行なわれてきたのである．

　このように米作発展に大きな役割を果たした溝

渠網も，現在では技術的あるいは社会的要求から

次第に意義が簿くなり，縮少して行かなけれぱな

らない状態となってきた．縮少して行かなけれぱ

ならない理由として次のような点があげられる．

第一に溝渠が用水確保’本に運営されてきたため，

十分な排水機能を果さず，湛水被害を引き起こし

ていることである．特に化学肥料の導入により

rゴミ揚げ」が減少し，このため溝渠が浅くなっ

てきて湛水被害を大きくしている．佐賀平野の地

層は溝渠網の発達しているデルタ地帯に拾いては

地表から約1mが褐色をしている土壌でこれは陸

成堆積と思われる・重たそれより下は青色をして

いる海成粘土眉である．この海成粘土層の表面が

不透水眉の役を果すので，冬の溝渠の落水期の時，

そこを境として上部が崩れ落ちるのである．

　佐賀平野には「下り田」といって溝渠に沿って

一段低い水田がある．時には二～三段になつてい

る～二ともある．この「下り田」の成因については，

従来溝渠の水を一度に水田面まで上げることが困

難であるから，「下り田」を作ってそこへ水をく

みあげ，更に上部の水田に水をかけたともいわれ

ていた．しかし，「下り田」が有明粘土の分布す

る範囲に限られていること，かつ海抜3m位の溝

渠の水位変動がもっとも激しいところに密集して

いることは地すぺりとの関連が大きく，そしてこ

の地すぺりを防ぐためにこのような「下り田」が

作られたと恩われる．

　第二に不規則な溝渠網の存在が耕地の区画と大

きさを不整にかつ分散させ，機械化の効率的利用

を妨げていることである．

　第三に溝渠はその泥土採取権とともに耕地所有

に緒合されて拾り，これが耕地の区画整理，交換

分合を困難にしている．

　1＝のような問題を解決するため，北山ダムなど

用水源が確保できれぱ，従来この地方の農業用水

ならぴに洪水調節に寄与した溝渠網ではあるが，

縮少して行くぺき時に来ているのではなかろうか

しかし，この場合でも溝渠網がきわめて複雑であ

り，かつ一戸当りの耕地面積の少ない筑後川流域

平野と溝渠網が比較的整然として拾り，かつ1戸

当りの耕地面積の多い嘉瀬川流域と，従来から河

川の水に頼らず溜池あるいは地下水を濯激用水と

してきた六角川流域平野とでは溝渠網の整理の過

程をかえて行なわなけれぱならない．

皿．有明海北岸低地の人為による環境変化が洪水

　　氾濫型に及ぼす影響

　前項重でに，有明海北岸低地の地形区分と洪水

氾濫のタイブ分けがなされ，洪水氾濫型も東から

西へ，つまり筑後川系（氾濫集水型），嘉瀬川系

（溢流氾濫型），牛津・六角川系（潮汐・背水に

よる内水停滞型）に分けられるように地域差のあ

る1二とが明らかになった．ところで，佐賀平野・

白石平野ならびに牛津川と六角川にはさまれたい

わゆる江北平野では地下水汲上げ，石炭採掘，河

川改修，河床砂利採取，干拓事業等人工的諸作用

が近年薯しく加わり，これらの諸平野では，その

あらわれ方の相違こそあれ，極端な地盤沈下，河

床低下，地下水塩水化現象などが急激に目立つよ

うになってきた．しかもこの地域特有の干満差に

伴う河川への塩水瀕上現象等が重なつて，洪水氾

濫現象に対するうつわとしての有明海北岸低地の

自然環境は著しく変化しつつある．つ’まり，洪水

氾濫，ひいては水害のあり方に対しても一つの変

貌をきたそうとしている．

　今回は江北平野の地盤沈下，嘉瀬川の河床変動，

六角川・牛津川・本庄江川等の塩水湖上の実態を

もとに検討してみたい．

　1．　地盤沈下

　地形形成過程からしても佐賀平野，江北平野，

白石平野には地域差のあることが明らかであるが，

地盤沈下にもそれが見られる．すでに熊本農政局

等で明示されたように，沖積層の厚い白石平野で

は洪積層を刻む旧各筋に地盤沈下の目をつくり

（沖積層の最も厚いところ）同心円的に沈下が拡

し，沈下の中心部は年間数Cmの沈下量が見られ

る．1＝れに対して沖積層の比較的浅い佐賀平野で

は，最近佐賀市南部で白石平野に見られるような

．　水温が40℃を起える時ポンプをかけると3℃低下するといわれる．
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沈下傾向を示し，注目されるようにはなったが，

全域的には主として地盤運動に伴う年間数mm程

度の沈下区域が多い．ところで，佐賀平野と白石

平野の境界にあたる牛津川・六角川にはさまれた

区域は，地形的には，牛津川以東の扇状地性の区

域と以西の三角州性区域の中間で，地質的には東

西に連なる大町断層線に沿った地域である、この

地域を江北平野と呼ぶ（図1－7参照）．この区

域は言たいわゆる炭鉱地帯でもあり，戦前から山

地部では石炭採掘が行なわれ，山地域では，水準

測量の結果によると，早くからすでに地盤沈下が

あらわれている．西方から東方への採掘に伴い，

各間の湧水の酒渇化も西方から東方へ平行してあ

らわれてきた．また山麓部に分布する灌蕩用溜池

の浅水化，酒渇化も同様なあらわれ方をして補償

問題を起こしてきた．

（S．23）年に蟹設し，溜池には雨季に，努め

て貯瘤するなどして鉱害対策に努めた．これらに

対しては部分補償もあったようである．昭和35

年頃には図1－7にも示したように江北町南部の

平野部に採掘が進み，1967年中には江北平野

の大半が採掘され，1970（S，45）年まで
の採掘計画によるとほとんど牛津川沿岸にまでも

達することとなっている．水田地帯でも採掘の浅

いと1二ろでは地下150m付近で採掘し，就寝中

採掘の音を聞くこともあると土地の人はいってい

る．通産局の調査によると，採掘に伴う坑内水の

汲上量は，拾よそ20～23mソmにのぼると報
告されている一異常出水を加味すると，江北町区

域のみで大約数万mソdayとなる．この出水が江

北町区域に拾ける上水道源井からの揚水によるも
　　　　　　　　　　　　　“‡のであるかのようにいわれる　むきもあるが江北

、十 E：コ岬“1・■州■■□州■’i　l‘
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図1－7 江北地域に拾ける石炭採掘進行状況と破壊的沈下の推移

　1）戦前におげる石炭採掘と地盤沈下　西部大　　町区域のみの上水としてはとうてい考えられない・

町方面から進んできた採掘の進行に伴い終戦頃に　　揚水が相当量にのぼるといわれても・少なくとも

は白木・岳部落など江北町西部山地方面では井戸　　それは撰炭水十飲料水その他である・ところで江

水も全く出なくなり，溜池も酒渇してし玄った．　　北町区域の地盤沈下は・図1－7にも示したよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に，分布的には前述のように採掘に伴う西方から

1947（S・22）年頃から1952～1953　　東方へと経年的に移動し，限定された区域に特に
年の間では・飲料水として簡易水道を1948年　　あらわれ，しかも破壊沈下的陥没現象を起こし，

　・　福岡通商産業局鉱害部鉱害調査課　1961　佐賀県杵島郡江北町一帯の脱水陥落調査（1回目）結果について
　榊通商産業省石炭局（一）　杵島地域実地調査繕果報告鉱崇認定科学調査資料
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有明海北岸低地に拾ける水害防止に関する研究（最終報告）
防災科学1支術総合研究報告　第16号　　1969

写真一1 不等沈下に伴う新築江北中学
校講堂のき裂

写真一2 惣領分地区の地盤沈下に伴う
家屋のひぴ入り

　写真一3　田面の畦（ウネ）に斜交する
　　　　　　溝（湛水の片寄りを防ぐため）

一夜にして田面，屋敦面の沈下を見ることがある．

したがって家のネタがはずれることとか，家が傾

くことなど珍らしくない．したがつて前述の白石・

佐賀平野にみられる経年的同心的漸増型の沈下現

象とはその性格を異にしている．沈下の速摩も佐

留志付近の測線にみるような（図1－7）年問2

～3cmから6～7cmの沈下，昨年（1966
年8月）発見された惣領分地区の急激な20～

30cmの沈下現象等極端のものが多い．かよう

に沈下現象が漸次東方にあらわれることは以後の

採掘分布の進行と地盤沈下の進行区域とが極めて

よく一致していることを示している．最近の江北

町中学校移転地域から牛津川右岸堤（水準点3km

地点）を結ぶ東西線上には，前述の水田面の沈下，

建物のひぴ入れ（特に江北中学新築講堂のひん曲

り）が目立ち（写真1～3参照），深刻な問題を

提起しているが，石炭採掘の東進化に伴うものと

考えなけれぱならない．したがって今後，牛津川

の堤防高にもあらわれ，やがて左岸部にも影響し

ていくものと考えられる．

　2）地盤沈下と洪水氾濫型　江北平野に拾ける

異常な地盤沈下はいずれにせよ，これらが河川水

の洪水氾濫，内水停滞，高潮洪水氾濫に対して水

害の助長的役割を演ずるものとして注目される．

図1－8は，江北平野に拾ける1953（S．28）

年の洪水氾濫湛水期間，湛水深をもとに最近の地

盤沈下量を土地条件に加味して，28年と同じ程

度の出水があつたと仮定して作成したものである．

要するにこれによると，分布的にも異なるが当時

よりは湛水期間，湛水深が一層大きくなることが

推定され，いわゆる内水停滞型が進むものと考え

られる．すでに，長崎本線沿いの旧江北中学校跡

付近は常習水害地（湛水地）化が進行している．

このような地域は道路，堤防の完備に伴ってかえ

って湛水深大きく，湛水期間の長い地域として取

残されることであろう．排水敷設や土盛りの無い

限り，大町断層線と六角川にはさまれた惣領分地

区は5日以上の湛水期間を免れ得ないであろう．

な拾部分的に破壊的沈下を起こしている下分，上

分南部の地区とか，馬場，正徳線，南側の地区は

湛水期間も6日以上，湛水深も2m以上になる部

分もあろう（図1－8参照）．

　2．河床変動
　1）河床変動の一般的性格　有明海北岸に注ぐ

緒河川は，有明海の干満差に影響され，性格の異

なつた筑後川系，嘉瀬川系，六角川系の■諸河川が

共通して優勢な塩水の浸入を受け，後述のように

強混合型の塩水浸入で逆流・順流時の流速によつ

て流心部が浸食され，流心部は益々低下現象を，
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1．地理学的研究一多田・三井’大失・岡崎・甲未

高水吸は淳泥の沈積によって益々堆別するような

性格を示している．したがって一般に河川横断実

測値からそれらの傾向を検討すると，最低河床高

から縦断的河床変動を経年的に比較した値は，低

下傾向として求められても，平均河床高から縦断

的河床変動を求めると上昇を示す傾向さえある．

ただ筑後川下流部，本庄江川，嘉瀬川嘉瀬橋下流

部，牛津川船津下流部，六角川高橋下流部等は厚

い浮泥堆租のため測量も困難で正しい値を求め蟻

いといわれる．

　2）嘉瀬川の河床変O　嘉瀬川は一般に堆積層

の河川で河床は堤内地より高い天井川を形成して

きたことはすでに述べた・したがってかかる性格

が洪水氾濫型をも規定して本川から周辺の平野部

　凡　　　例
28年釈太担水期問
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図1－8 江北町地区地盤沈下に伴う洪水氾濫（湛水期間，湛水深）推定図

に氾濫流下してきたことは1953（S．28）
隼洪水氾澄状況からも知ることができる．ところ

が近年わが国、の諸河川に見られるように，かかる

堆積型の嘉瀬川でも河床が低下して取水や河道維

持に新たな問題を投げかけているが，ここでは洪

水氾澄問題と関係して検討してみよう．

　a）河床変mの実態　嘉瀬川には1950（S．

25）年と1963（S．38）隼，1965
（S．40）年の横断実測図があるので，これら

の資科を盗理して河床縦断（河口から官人橋問

16㎞）図を作成した（図1－9参照）．ζの

図では1950年前の変化を知ることはでき在い

が，1953年の大洪水以後の変化を知る資料と

して1963年，1965年の断面が描かれた点
意味があろう．1950年と1963年の比較に
よると全面的に河床の低下を知ることができる．

特に嘉瀬橋（河口より57㎞）下流部の干潮部

を除く区域で薯しい．たとえぱ200m毎横断測

量の結果による16km間の平均低下量は河床高

にして111．3cm，嘉瀬橋下流（河口から3．6

㎞問）4α5cm，上流官人橋から石井樋間3

㎞では269．5㎝，嘉燃から砥園川合流点
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有明海北岸低地にわける水害防止に日ナる研究（オ側告）
防災科学皮棚合研完報告　覧16号　　1969
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図1－g 嘉瀬川河床縦断図

までの2．4㎞間で196．3cmと低下している．

年間当りの低下量としてみると，嘉瀬橋下流で

3．1cm，嘉瀬橋・砥園川合流点間で15．0㎝，

官人橋・石井樋間では20．7cm，全川平均8．5

cmとなり，近年わが国の諸河川中，河床低下の

著しい東海地域の木曾川，大井川，安倍川，関東

の多摩川，江戸川等の低下量の最大区域よりも勝

るとも劣らないような低下現象をみることができ
る．

　b）河床低下の理由　堆積型の嘉瀬川がかよう

に低下した理由としては，近年急激に著しくなっ

た川上頭首工下流域の砂利採取，嘉瀬橋下流域

（3．8～4．9㎞）の捷水路工事，上流山地域に

拾ける北山ダムの建設ならびに川上頭首工の建設，

嘉瀬橋下流域の干満差に伴う塩水湖上・降下等が

考えられる．ただこれらの理由をそれぞれ河床低

下量と対応させて量的に明確化することは困難で

あるが，低下のあらわれ方からしても人工的条件

によることが考えられる、たとえぱ，いわゆる流

水による自然的低下であれば，低下区域の下流に

は堆積区域があらわれる（ややその傾向がみられ

るのが嘉瀬橋下流部である）のが一般的である．

官人橋，石井樋間の著しい浸食量がその下流に移

⑰した形跡のないのは上流部からの土砂の供給が

断たれた上に，砂利採取が行なわれたからと考え

ざるを得ない．砂利年間採取量として正しく把握

することはできないが，図1－gに示したような

砂利採取業者の採取区域がきめられていることか

らも理解できる。また砂利採取に伴う河床低下が

農業用水取水を困難にしたため，北山ダムの建設

（1957年完成），川上頭首工（1958年
12月～1960年g月）が建設され，取水は合
理化した．この川上頭首工（不動堰もあるが）の

建設は，砂利採取と呼応して河床低下に拍車をか

けている．な拾北山ダムの堆砂量は1957年完

成後1966年9月までの実測値によると2．27
×105m3となり，年問当り3．2x104m3とな

る．一平方㎞当り年間堆砂量にすると70～
80m3となる．わが国のダム堆砂中安倍川の大河

内ダム2，600m3／㎞2／year以上，木曾川大

井ダム527m3／㎞3／year等よりははるかに

少なく，地上山地を流れる猿ケ石川の田瀬ダム

10㎜3／km2／year以下よりは大きい．もし仮

りに官人橋，石井樋間の土砂低下量を川幅1・50

mx河床低下量年平均0．2mx距離3，O　O　Omと
　　　　　　　　4　　3すると，9x10m／シearとなる．この数値が
妥当とすれぱ，ダムの堆砂量3．2x104m3■シear

は河床低下量の3分の1の役割を果たしているこ
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1．地理学的研究一多田・三井・大矢・岡崎・甲木

表1－2 北山貯水池堆砂量 昭和39年10月～昭和41年9月
　　　　堆砂期問

測定日　昭和41年9月

測点

κ．22

循．21

κ．20

κ19

κ18

κ．17

κ16

κ．15

κ．14

κ．13

κ12

κ．11

κ10

κ　　9

計

距帷

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

陳内方面堆砂量

　　2断面m

0．4

5．6

7．8

9．7

2，1

2．0

8．5

28．1

22．3

9．0

3．0

8．1

8．1

平均㎜

3．00

6．70

8．75

5．90

2．05

5．25

18．30

25．20

15．65

aO　O

5．55

8．10

4．05

　　　3立積　㎜

300

670

875

590

205

525

1．830

2．520

1，565

600

555

810

405

11，450

摘　要

初渕11
陳内橋下

、測　点

κ40

砿39

κ．38

〃．37

κ36

κ．35

κ34

κ．33

κ、32

循．31

κ30

κ、29

κ28

〃．27

計

距離

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

宮ノロ方面堆砂量

　　2断面m

3．0

7．7

7，5

15．3

7．8

11．9

8．9

11．2

10．4

9，0

14．4

10．1

4．9

O．8

平均 ㎜

5．35

760

11．40

11．55

9．85

10．40

10．05

10．80

9．70

11．70

12，25

750

2，85

　　　3
立積m

535

760

1．140

1．155

985

1．040

1．O05

1，080

970

1，170

1．225

750

285

12．100

摘要

嘉瀬川
大日橋下

貯水池内の堆砂状況は流入河川である初瀬川及ぴ嘉渕11の貯水池流入口付近に多く貯水池水位の下降により貯水池内に移

動している．そのため貯水池流入付近の河川を中心に縦横断測量を行ない測定した結果，約23，500m3の堆積土砂を測

定した．左拾，～二の期間は大きな洪水が発生しなかったので堆砂量も平均の半分位であった．

年　　度

昭塁年度「

計

測定年月日

昭和39年
　　　10月

昭和41年9月

累加堆砂量 期間堆砂量

　　　㎡
203．500

　　m3
203，5D0

山崩れ土砂流入

　　　6，992
河川　堆　砂
　　107，485
谷川流入（支川）

　　　4，050
泥±沈澱量
　　85，000

　　　㎡
227－OOO 23，500

㎡

　227，000
（35，OOO彬y・ar）

流域単位
面積当り
期間堆砂量

532
㎡■k㎡

215
㎜3／k㎡

年間1平方
km当り
堆砂量

　　76
榊e・・

期間　内
高水流量

聯口38勾三6月30日

　　336呵7s
〃39～隼8月24日

　　140ガs
〃　34勾三7月14日

　　　95ガs

昭和40年7月19日

　　　82泳s
〃41年g月24日
　　　66ガ8

測定方法

縦横断
測　　量

〃
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有明海北岸低地に拾ける水害防止に関する研究（幻終報告）
防災科学技術総合研究報告　第16号　　1969

とになる．いう重でもなくその影響は下流にも及

ぶことであるが，嘉瀬橋，砥園川合流点の河床低

下は嘉瀬橋下流部の捷水路工事（1965年完成）

による河床勾配の急変による浸食力の激加による

ことも考えなけれぱならない．河口より2．4～

2．6㎞付近が堆積的傾向を示すのも浸食された

土砂の流送堆積によるとも考えられる．

　c）河床変動と洪水氾濫型　1953年洪水氾

濫当時より平均1m以上も河床が低下した嘉瀬川

では、河道容積の増大という見地からすれぱ高水

流を多くのみうることになる．たとえぱ高水敷・ま

でが低下して堤内地とほほレペル化した地点で川

幅200m×低下量1m×流速1m／sとすると，
200mソsの水をのむような単純な計算も成立

つ．かかる観点からして，他の条件を一定とすれ

ぱ，いわゆる1958年洪水以下では本川氾濫は

相当軽減されることになろう．しかし，砂利採取

や捷水路工事による河床低下は永久的なものでな

し（から嘉瀬川の洪水型を本質的に変化させること

はできなかろうが，この10年間の変動からすれ

ば溢流氾濫の型をいささか停滞型に変化させよう

としている．一方砂利採取などによる河床の部分

的急激な低下は堤防の根付け，法面崩壊，橋台の

露出などを導き，洪水は，かえって破堤を起こす

要因ともなる．したがって益々今後の河床維持対

策が必要となる．在拾，牛津川上流部の多久市で

は炭鉱で戦時中から撰炭汚水を流したため古賀橋

付近に見られるような河床上昇と堤防工事，旧来

からの横土囲の存在等から，古くから常習水害地

的性格は示してきたものの破堤に伴う氾濫型に移

り変わってきた実態についても1967年6月洪

水にてらして十分検討すぺき課題である．

　3．六角川・牛津川・本庄江川の塩水湖上と洪

　　　水氾濫

　’1）塩水湖上の性格　有明海北峯付近は，干満

差6m以上もあり，流入河川は勾配が小さく，湖

上流速が早く，淡水流量も少ないため，河川距離

に比して塩水溺上距離が長く，しかも少ないため，

河川距離に比して塩水湖上距離が長く，しかも塩

水と淡水とは強混合型を示し，一般河川にみられ

るような塩水漢をつくることもない。つまり表層

水も底層水もほとんど変らない塩分濃度で湖上す

る．図1－10は六角川における塩分の縦断分布

で，下流から上流にかけて自動章で移動観測した

結果である．満潮時から干潮時に移る間が観測さ

探

高
　5
孔

D，し±0

c
尊

庄

一5

住　　　　　　　　六

　　　　　自
柵

ら500　巳OO0　　　7000　　㎝05吻口　500

佐

榊ρ

磧

畠oo

㎜

　皿≒

↑
　＾　」　中、■
曾

辿

｛

仰’

み

　　　　　　　　汐　　　　　　　　見
　　　　　　　　1”
　　　　　　屯　　　　　　　　112　　　　　　淑　　　　大
　　　　膏
　大　肩
　1ヨ丁　　　　．伽

　松
　　諺
3ooo

5　　　10　　　15　　　20
　　　　　　　　K［（河口よつ）

図1－10

25　　　　　30

六角川の塩水湖上縦断分布

←並1

＾

正九

．o　　　　　　　　　　　　　　1上θ　　　　　　　　　　　　　｝　o

図1－11　六角川大橋地点に倉ける
　　　　　　塩水湖上（σ5m深）の
　　　　　　時聞変化（1965．3．18）
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1．地理掌的研兜．多田・三井’大矢’岡崎’甲木
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　醐
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　　　図1－13　本庄江川の塩水湖上状況と
　　　　　　　　水位，水温変化

れているが，これからみても淡水（アオ）のいか

に少ない強混合型であるかがわかる．言た図1－

11，1－12の大橋，大町橋定点観測繕果から

も，蟹気伝導度の値が900州／；cmになること

から，湖上限界が六角川では河口25㎞付近ま

でも違していることを知る．電気伝専度値900

μ／cmていどの塩水は，牛津川では砥川大橋

（六角川合流点から8㎞）上流まで，本庄江川

では佐賀市扇町の高橋付近まで湖上する．これら

はいずれも樋門開放時の測定による．塩水湖上時

の流速はきわめて早く，下流部住之江橋の定点観

測によると，一般に80～90cm／secに達して

いる．しかし湖上した塩水は干潮時に海言で出て

しまわないで，次の満潮で湖上し，これらの水塊

が停滞していることは塩水湖上から引くまでの塩

分湿度と水温のあらわれ方などからも知ることが

できる（図1－11，1－12参照）．言た勾配
がレベルに近いようなこれらの河川では，定点同

時観測の結果によると水位の伝播速度は六角川の

住之江・六角橋間で約6m／s，本庄江川の今重，

高橋間で約3－5m／sのような速度で及んでいる

ことを知るが，満潮の影讐が波長的にいかに速か

に上流域に及んでいるか理解しうる．牛津川は砥

川大橋と六角川住之江，六角橋地点での同時定点

観測結果からも知ることができるように，水位変

動に起時のずれがあり，砥川大橋と住之江橋・六

角椿とでは逆になるほどの相違がある（図1－

14参照）．

　2）坦水幻上と洪水氾竈　満潮時に拾ける高潮
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　　図1－14　六角川，牛津川の水位変動と
　　　　　　　　塩水湖上状況

洪水型についてはすでに前述した通りで六角川・

牛津川下流部にその性格を求めることができるが，

近年河床低下や河川改修に伴つて塩水湖上距離，

湖上速度も早くなったといわれるが，前項で示し

たような塩水湖上の型からして，満潮時の影讐は

河川下流部の全域に速かにあらわれることがわか

り，しかも湖上した塩水が比較的停滞しているこ

とから牛津川・六角川合流点上流部の内水停滞を

余儀なくさせ，塩水氾濫をひきおこす危険性さえ

あることを示している．しかもその地域が前述の

地盤沈下でも問題となる江北平野にあたることは

いささか皮肉であるが．とにかく，塩水湖上に伴

う最も典型的洪水は淡水流量の増加時に塩水が湖

上し，内水を停滞させ，更には塩水が氾濫して塩

分痕度を高め，塩害を伴う水害ということが有明

海北岸低地の今後の水害型として注目すぺきであ

ろう．
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有明む北岸低地にわける水看防止に臼ナる研兜（㎜告）
防災科学技行僚合研記竈告　第16号　　1969

　　　付　　　　　　　劃

有明海北岸低地及ぴ周辺の災害年表

．西　　　暦 日　　　　暦 被　　　害　　　記　　　録 文　　　献

年　月　日 年月　日
97 景行天皇 高潮　　　　竹崎 祐徳稲荷神社史
787 延暦6 洪水ききん　鹿島 我等の郷土一鹿島

858　615 天安2　5　1 大風雨　　　肥前国 文徳天皇実像

869　825 貞観11　714 肥後国大風雨，郡沈水，高潮 三代実録

1092　9　7 寛治68　3 諸国洪水高潮 扶桑略記

1225　918 嘉蔵1　815 肥前国御室御領　100余人，牛馬数 明月記
百漂没

1460　9　g 寛正1　824 大風，洪水 肥前簑書

1465　820 寛正6　729 烈風，高潮来襲．有明海より浬内陸部 北肥戦記
まで，船で往来 祐徳稲荷神社史

1486 文明18　517～18 洪水 肥前讐書
1500 明応　g 大風雨 肥前簑書

1511　910 永正8　818 大風雨　あそみ本堂 満願寺歴併記

1534　824 天文3　715 須古，白石，佐嘉，神崎，混湧 北肥戦誌，肥陽軍記

西国盛衰記抄
神崎郡大字城原・まで洪水達す 神崎郡郷土誌

竜造寺記副本

佐嘉郡水ケ江安心山

慈教院由緒

水ケ江城中大潮入潮 先祖以来水ケ江池相

伝之由緒

丹丘邑誌

佐賀小城郡神崎の村里大洪水 鹿島村郷土誌
1567 永藤10 洪水　　仁比山 佐賀県

1609 慶長145 大洪水　鍋島村蠣久 鍋島村誌

1611　628 慶長16　518 大雨，大洪水 輝資郷記，鍋島勝茂
譜考補

1619　917 元和5810 大風雨 元茂公御年譜
1625 寛永2　1　1 洪水 元茂公御年譜

1631　910 寛永8　814 秋，烈風暴風 筑陽記
1643．3｝婁 寛永20　8 暴風雨海岸破壊，海渚起り溺死多 柳川年表

1649　922 慶安2816 大風，高潮，肥前，筑前海辺家流る 元茂公御年譜

死者181，牛馬183，佐賀城下大 三代譜留稿
潮満，東片田辺舟で往来 佐賀県干拓史

1650　911 慶安3　816 8／12，長崎，天草，海浜潮入，暴 徳川実記
風雨，海蘭来襲，田地損害5万石，浸 柳河藩誌稿

水家屋3，300軒，溺死者170余， 長崎年表
大野島の民家はすぺて対岸肥前寺井早 鹿島藩請役所日記

津江に流さる．高潮，海辺家屋床上浸
水

1651秋 慶安4秋 大風雨　　鹿島地方 郷土誌一鹿島村
1652 承応1 高潮 佐賀郡磁ケ江村医王

山法源寺由緒
1653 承応2　622 大雨洪水　肥前国 直茂公御年詣
1660 萬治3 大雨洪水　諸国 小城郡誌
1663 寛文3　726 犬風雨　　九州 樹11実記
1663 冗文39　4 佐賀 福岡県災害必拐
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1．地理学的研究一多田・三丼・犬矢・岡崎・甲木

西　　　暦 日　　　　暦 被　　　書　　　記　　　録 文　　　献

年月　目 年月　日

1669 寛文9　811～12 大風雨，洪水　西国 山鹿素行日記，厳有

院御実記

1673　627～28 寛文13　514 肥前肥後洪水の由注進あり 徳川実記

玉露簑，野史

1674　915 延宝2　816 四国，中国，九州各大風高潮

唯肥前佐賀無別事 山鹿素行先生日記

1678　326 延宝6　2　5 大風海蘭（福岡県災異誌） 柳川郡役所日記

1678　919 延宝　6　8　4 九州犬風雨，福岡，佐賀，熊本，柳川 徳川実記

久留米，島原，小倉，唐津，平戸，天

草等の地大に頽破し
筑後柳川領水揖 玉露簑

肥後熊本領水揖

1679　秋 延宝　7　7　4 洪水　　　三養基郡 鳥栖町案内，基嬢養

父実記

1680 延宝8　6　7 洪水　　　三養基郡 鳥栖町案内，基購養

父実記

1680　824 延宝8　8　1 洪水　　　三養基郡 鳥栖町案内，基擦養

父実記

1681 天和1　821 大風洪水　九州 山鹿素行日記

1699　9　6 元蔵12　813 洪水　大　鹿島地方洪水 鹿島年鑑，光茂公譜

考補地取入

1702　821 元蔵ユ5　728 九州四国…洪水ありて田畑多く亡損あ 三化図彙
り

1702　922～23 元藤15　9　1～2 洪水高潮　　鹿島大汐洪水 柳川藩誌，綱茂公譜

1706　8　3 宝永3　625 大風雨　　　九州 三化図彙

1707　914 宝永4　819 大風雨 鹿島藩日記
1708 宝永　5　521～24 大風洪水　　肥前圏 吉茂公譜，基養政鑑

1709 宝永6秋 秋大風雨領内海硫起り沿岸被害多し 柳川年表

1711 正徳1 津波高汐 杵島郡史

1713 正徳3　613 洪水　　鹿島地方 鹿島年譜，吉茂公譜

祐徳稲荷神社史

1713　9　2 正徳3　713 大風高汐 長崎年表

柳河領黒崎土井功，肥前大託間大野島 石原家記

辺人馬多く死す．高潮で榎津，浮島，

青木島人馬640余死，堤防破壊63 柳河藩誌
カ所，浸水家屋5，773戸，溺死人

349人，馬228，柳川城大手前5 山田文書
尺潮侵入す（久留米藩史年表）

鹿島から白石にかけて高潮来襲 祐徳稲荷神社史

鹿島年譜，御代々御

略譜　鹿島村郷土誌

171310　6 正徳3　817 大風海励起る 柳川藩史

1冗4　916 正徳4　88 白石地方に高潮襲来 佐賀県干拓史
1715 正徳5　316 大風雨　鹿島地方 吉茂公譜四

1715　914 正徳5　817 大風高汐　大　肥前国 鹿島藩請役所日記

例の潮より3尺高し　汐土井崩3万 鹿島年譜

44間
1π6 享保181～2 大風洪水
1716 享保1　819 大風雨大肥前領中 泰国院様御年譜
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有明汽北岸低地に珍ける水口防止に8ナる研宛（脳合う
防災科学皮欄合研卿告　㌶16号　　1969

酉　　　暦 日　　　　暦 被　　　害　　　記　　　蟹 文　　　献

年月　目 隼月　目

1717 享保2　525ト26 大風洪水　大　肥前領中 泰国院様御年詣
1717 享保2 洪水 基養政竃
1718 享保3　6 洪水　　　　鹿島地方 祐徳稲荷神社史
1719 享保4　8 大雨 祐徳稲荷神社史

1720　728 享保5622 洪水　　　中　肥前国領内 吉茂公詣五，郷土田

代を語る

1η4　930 享保9　814 102，650石余損毛 吉茂公譜

1726　8　2 享保11　75 大風，海楡あり 柳河郡役所日記

大風雨高潮 吉茂公詣
1727 享保12 洪水 基養政鑑

1728　711 享保13　6　5 大風雨洪水　　杵島，鹿島地方 不動郷土誌，久間村

郷土誌

17281021 享保13　919 大風雨 吉茂公譜

1729　827 享保14　8　4 大風雨海嚇あり 柳河郡役所日記
大風雨襲来．蓮池藩中藤津郡の被害最 五町田村誌
も甚だしく，塩田，嬉野，吉田の三郷
に家屋倒壊

1729　916 享保14824 大風雨 五町田村誌

1730夏 享保15夏 洪水 郷土田代を語る

1733　923 享保18　816 大風雨海励損害多し　大 柳河年表，鹿島藩日着己

1734 享保19　6　9 洪水　　　佐嘉地方 宗茂公御年譜
1738 元文3　5　8 洪水　中　鹿島地方 祐徳神社史
1738 元文3　520 洪水　中　鹿島地方 祐徳神社史

1738夏 元文3夏 洪水 基養政鑑

1743　930 寛保3　813 大風雨　　鹿島地方 鹿島年譜
1746 延享3427 洪水　　　鹿島藩 鹿島年譜

1748　924 寛延1　9　2 藤津郡のみ満水 鹿島年譜
1752 宝暦2　8 大風　　　鹿島藩中 祐徳稲荷神社史

1753　914～15 宝暦3　817－8 大風雨洪水 鹿島年譜
1754 宝暦4　5 大雨 基養政鑑

1762　8　1 宝暦12　612 洪水 重茂公御年譜

1762　9　3 宝暦12　715 大風雨　大　肥前領中 重茂公御年譜，佐賀市

史，凌明院殿御実記

1762　925 宝暦12　8　8 大風雨　大　肥前領中

1763　826 宝暦13　718 潮土井崩　4万間　三養基郡 重茂公御年譜，佐賀
市史

1765　8　2 明和2　616 大風雨，洪水 重茂公御年譜，基養
政鑑，佐賀市史

1765　812 明和2　626 大風雨，洪水

1765　9　1 明和2　716 鹿島領残らず被害

1765　916 明和2　8　2 風雨洪水．水下田畑1，276町9段6 重茂公御年譜

畝23歩
1767　7　1～2 明和4　6　6～7 大雨，洪水 重茂公御年譜，佐賀

市史

1769　831 明和6　8　1 大風雨．鹿島箭方土中筋高潮．水下田 泰国院様御年譜

畑4，240町3反7畝
1771 明和8　122 山潮　　　　三養基郡
1771 明和8　5　8 山潮，洪水
1771 明和8　514 風潮，洪水
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1．地理学的研究一多田・三丼・大矢・岡崎・甲木

西　　　暦 日　　　　暦 被　　　害　　　記　　　録 文　　　献

年月　日 年月　日

1772　718 明和9618 柳川領内大風雨す．海嚇起りて堤防破 山門郡史
壊

1772　8　1 安永1　7　3 肥前肥後筑後大雨洪水，人多死亡す 長崎年表，山田文書

7月3日大雨大潮に而御新地溺一通皆 感応院文書
潮下に相成潮土井之儀も所々打崩候由 続日本主代一覧

肥前肥後筑後大風雨洪水 治茂公御年譜

九州肥後薩摩長崎辺津波も有え拾らん 泰国院様御年譜

だ船も破船致候程之大荒 野史

籠耳集

1776　7　9 安永5　524 大雨洪水，九州洪浪上陸，大風潰家あ 続史愚抄，柳河郡役
り 所日記，総合福岡藩

177ブ　827 安永6　725 大風雨 年表，長崎年表

1777　926 安永6　825 大風雨 続史愚抄，三貨図彙
1778 安永7　6　3 大風洪水 泰国院様御年譜

1778　717 安永7　623 大風洪水　大　肥前領中 泰国院様御年譜

1778　8　2 安永7710 大風雨洪水 泰国院様御年譜

1779　9上旬 安永8　7下旬 泰国院様御年譜

915 安永8　8　5 洪水　　　大　領内大雨 泰国院様御年譜

1782　830 天明　2　722 大雨洪水 鹿島藩請役所日記

1783　820 天明3　723 大風雨　　大　蓮池 泰国院様御年譜，五

町田村誌

1784　915 天明　4　8　1 大風雨　　大 泰国院様御年譜，鹿

島藩請役所日記

1788 天明8　528 大風雨洪水　中 泰国院様御年譜，鹿

島藩請役所日記

1789　6 寛政1　5 洪水　　　　　藤津郡洪水 泰国院様御年譜

1789　7 寛政1　615 大雨洪水大肥前国 泰国院様御年譜

1790　524 寛政2　411 豪雨　　　　　　藤津郡塩田川氾濫 五町田村誌

1790　7　3～5 寛政2　521～23 洪水　　　　　　　藤津郡 泰国院様御年譜，祐
徳神社史

1790 寛政2　6　9～13 大雨洪水不作　大　九州 泰国院御年譜，鹿島

藩御在邑日記
1790 寛政2　724～25 大暴風雨　　　　　五町田地方 五町田村誌

1791　7　4～5 寛政3　6　4～5 洪水 泰国院様御年譜

1791　711～12 寛政　　611～12 洪水 泰国院様御年譜，疎

導要所

1791　7 寛政3　7　6 大風雨洪水 泰国院様御年譜

1792　812 寛政4　625 大風雨洪水 泰国院様御年譜

1792　9　9 寛政4　723 大風雨洪水 泰国院様御年譜

1792　911 寛政4　725 大風雨洪水 泰国院様御年譜

鹿島藩日記
1796 寛政8　415～16 大雨洪水 泰国院様御年譜
1796 寛政8；1言 大雨洪水 泰国院様御年譜
1797 寛政9　5　9～25 大雨洪水 泰国院様御年譜
1797 寛政9　617～21 大雨洪水 泰国院様御年譜

1797　9 寛政9　8 大風雨洪水 泰国院様御年譜

1801　9　8～9 享保1．81～2 大雨洪水 鹿島藩請役所日記

1801　926 享保1819 大風雨洪水 泰国院様御年譜地取

1804　618～24 文化1　511～17 犬風洪水 泰国院様御年譜地取
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有明海北岸低地に拾ける水害防止に関する研究（最終報告）
防災科学技術総合研究報告　第16号　　1969

西　　　暦

年月　口

180410　2

1814　8　1
1814　　8　24～30

1816　7　7

1816　714
1816　914

1817

1817

1817

1818
1820

1821

1822

1824

1824

1824

1828

1828

814
822～23

726
910
821
7　3～4

711～16

723～24

7　2

7　9～10

1828　　7　22へ24

1828　　8　11～12

1828　917

182810　2

1830　　8　18～19

1830　9　3

1831　8　3

183210　4

日　　　　暦

　　　年月　日

文化1　625～28
文化1　829

文化11616
文化11　710～16

文化13　613
文化13　620
文化13　823

文化14　417～18
づ〔イヒ14　　723

文化14　710～11

文政110

文政3
文政4
文政5
文政7

文政7
文政7
文政11
文政11

616
814
7　5

6　7～8

615～20

627～28

521
528～29

文政11　623～25

文政11　71～2
文政11　8　9

文政11　824

文政13　72～3

文政13　717

天保2　626

天保3　911

被　　　害　　　記　　　録

大風洪水

大風洪水

肥前国蓮池大風雨，筑後川大洪水

大雨洪水　大　肥前国蓮池

大雨洪水

大雨洪水

大雨洪水

肥前国藤津郡

九州路，肥後，豊前，豊後辺
大雨

大風雨

大風雨　　　肥前国鍋島領内

洪水　　　　鹿島藩
洪水

肥前高潮損所甚だ多し

大風雨洪水汐入

大雨洪水

降雨洪水

大風雨洪水

大雨洪水

柳河藩に拾いても城内町一面に浸水

28～29日大雨洪水
大雨洪水

大風雨

大風雨，洪水　大　肥前国

肥前国蓮池

柳河領内溺死考268人
肥前

九州一円に及ぴ西肥最も甚だし

肥前，筑前，久留米

肥前長崎～筑前柳川

大風雨洪水　藤津　杵島甚大

大風高汐

大洪水

大風

文　　　献

泰国院様御年譜地取

泰国院様御年譜，丹

邸邑誌

鹿島藩御側日記

豊芥子日記，鹿島藩

御側日記
鹿島藩請役所日記

鹿島藩請役所日記

鹿島藩請役所日記

鹿島藩請役所日記

三貨図彙遺考
鹿島藩請役所日記

鹿島藩請役所日記

鹿島藩請役所日記

鹿島藩日記

鹿島藩請役所日記

長崎年表

鹿島藩御側所日記

伊万里歳時記続編，

三貨図彙遺考

鹿島藩御側所日記

鹿島藩御側所日記

鹿島藩御側所日記

小倉藩士大潮主水氏

の手起

鹿島藩御側所日記

鹿島藩御側所日記

宝暦旧現来集

柳河年表

鍋島直正公伝

蓮池伝記

祐徳稲荷神社史

嬉野吉田郷土誌
久間村郷±誌天草年
表

古老実験，大阪市史

兎国小説拾遣長崎年
表

鹿島藩御側役所日記

鹿島藩日誌，郷土誌

鹿島村，杵島郷土誌

祐徳稲荷神社史

鹿島藩日記，祐徳稲

荷神社史，鹿島藩請

役所日記

日記繰出地取，杵島

郡史

杵島郡史
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1．地理学的研究一多田・三井・大矢・岡崎’甲木

西　　　暦 日　　　　暦 被　　　害　　　記　　　録 文　　　献

年月　日 年月　日

1838　816 天保9　627 洪水 鍋島直正公伝，肥前

聞書，直正公譜

1840　8　6～8 天保11　7　9～11 大風雨洪水 鹿島藩請役所日記，

直正公譜

1840　827～30 天保11　8　1～4 大風雨洪水 鹿島藩請役所日記

1840；3き 天保11　8　5～11 大風雨洪水
1841 天保12　518 大風雨 日記繰出地取
1841 天保12　5 犬風雨　　　藤津郡塩田 塩田郷土誌

1843　824 天保14　729 三曾根

1843　926 天保14　9　3 柳河年表，杵島郡高

潮災害史

鹿島村郷土誌鹿島町

小志

小城蓮池 祐徳稲荷神社史

鹿島我らの郷土

高潮襲来し死者 杵島郷土誌

佐賀県干拓史
1844 弘化1 暴風雨 杵島郷土誌

1845　624 弘化2　520 暴風　鹿島郷内沿岸の堤塘の被害 祐徳稲荷神社史

1847　721 弘化4　618 大風雨高汐 鹿島藩請役所日記

1847　729 弘化4　626 鹿島今笛，未喀籠被害大 鹿島藩請役所日記

1850　818 嘉永3　711 大風雨　　　　佐嘉 鍋島直正公伝，久問

村郷土誌，塩田郷土

誌，五町田村誌

1850　912 嘉永3　87 大風豪雨　　　佐嘉 鍋島直正公伝，杵島

郡史，久間村郷土誌
1851 嘉永4　7 大風豪雨 杵島郡史

1蘭2夏 嘉永5夏 洪水不作 日記繰出地方

1856　6 安政3　5 強雨洪水　　　塩田郡 不動郷土誌，塩田郷

土誌

1856　923 安政3 柳川大風雨 用人日記

1858　915 安政5　8　9 暴風雨　肥前領内致る所 祐徳稲荷神社史

1858　930 安政5824 暴風雨　　　　伊万里 祐徳稲荷神社史

1860　52740 萬延1　47～10 大洪水 鍋島直正公伝，祐徳

神社史，直正公譜
1860　8 萬延1　7 堤防決壌　　　鹿島地方 鹿島藩日記

1868　7　7 明治1　514 豪雨 祐徳稲荷神社史
1874 明治7　820 大雨高汐　六府方　住之江浸水 佐賀県干拓史

鹿島富山籠破堤23町浸水
1883 明治16　817～18 大風雨　　　杵島郡 佐賀県干拓史

異常潮位3．0m余　浸水380町歩余
1885 明治18　630 豪雨　　　中　佐賀県全般 佐賀新聞
1886 明治19　8 大雨　　　　　佐賀地方
1887 明治20　712 大雨洪水　中　佐賀県全般 佐賀新聞
1887 明治20　721～22 洪水 満島村誌
1887 明治21　724 豪雨　　　　　佐賀市 佐賀新聞
1889 明治2274 洪水　　　大　佐賀県全般 佐賀新聞
1889 明治　　713 豪雨　　　中　佐賀県全般 佐賀新聞
1889 明治　　719～27 豪雨　　　大　佐賀県全般 佐賀新聞
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有明晦北岸低地における水害防止に関する研究（最終報告）
防災科学技術総合研究報告　第16号　　1969

西　　　暦 日　　　　暦 被　　　害　　　記　　　録 文　　　献

年月　日 年月　日
1891 明治24　6 高汐 佐賀県干拓史
1891 明治24　720～24 暴風雨　大　佐賀県全般 佐賀新聞，玉島村郷

土史

1891 明治24　913～14 暴風雨　中　佐賀県全般 佐賀新聞

1893 明治261014 暴風雨　大　佐賀県全般 佐賀新聞，佐賀郡誌
1895 明治28　714 暴風雨　大　佐賀県全般
1897 明治30　7　6～10 豪雨　　中　佐賀県全般 佐賀新聞

1900 明治33　7　6～7 豪雨　　中　佐賀県全般 佐賀新聞
1900 明治33　715～16 豪雨　　中　佐賀県全般 佐賀新聞
1900 明治33　824～25 暴風雨　　中　佐賀県全般 佐賀新聞
1901 明治34　625 豪雨　　　中　佐賀県全般 佐賀新閣
1901 明治34　713 豪雨水害　中　佐賀県全般
1904 明治37　624～27 豪雨　　　中　佐賀県全般 佐賀新聞

1905 明治38　718 大雨　　　　　杵島郡 佐賀新聞

1905 明治38　718 東川副大中島堤塘破堤　浸水52戸 佐賀県干拓史
1905 明治38　8　8 暴風雨　大　佐賀県全般 佐賀新聞，武雄名勝

郷土調査
1905 明治38　9　2 住ノ江部落ほとんど浸水 佐賀県干拓史
1909 明治42　923～24 暴風雨　中　佐賀県神崎地方 佐賀新聞

1910 明治43　612～15 豪雨　　大　佐賀県全般 佐賀新聞
1910 明治43　9　6～8 豪雨　　中　佐賀県全般 佐賀新聞

1911 明治44　8　6 暴風雨　中　佐賀県全般
1914 大正3　313 高汐　　小 佐賀県干拓史
1914 大正3　410 高汐　　小 佐賀新聞

1914 大正3　426 高汐　　小 佐賀県干拓史
1914 大正3　6　2～3 暴風雨　中　佐賀県全般 佐賀新聞，鹿島町小

志

1914 大正3　61卜25 豪雨　　中　佐賀県全般 佐賀新聞

1914 大正3　825 死者16人，家屋流出全壊436，堤 佐賀県干拓史
防66㎞欠壊，半壊浸水5，650戸
浸水7，110町歩
高潮の高さ2．5m（推算潮位上）

1914 大正31020 高潮　　中　小城郡，藤津郡 佐賀新閨

1915 大正4　619～20 豪雨，佐賀西，東松浦，三養基郡． 佐賀新聞

1915 大正4　629 高潮　　小　小城郡 佐賀新聞

1916～1917 大正5～6 熊本県その他有明海沿岸の一部に高潮 干拓埋立農地造成
襲来による干拓堤塘の全面的欠潰

1918 大正7　711～13 風水害　中　佐賀市東松浦，小城 佐賀新聞

1918 大正7　725～28 高潮　　小　佐賀，杵島，小城，藤津 佐賀新聞，佐賀県干
拓史

1919 大正8　815～16 堤塘欠壊田地浸水127町歩 佐賀県干拓史

1919 大正8　820 高潮　　小 佐賀県干拓史

1921 大正10　61ト19 豪雨　　中　佐賀県全般 佐賀新聞

1923 大正12　615 洪水（矢部川の男性的破壌的なもの） 八女郡水害史

1923 大正12　615～22 豪雨　　中　佐賀県全般 佐賀新聞，満島村誌

1923 大正12；2三 豪雨　　中　佐賀県全般 佐賀新聞

1923 大正12　713～15 豪雨　　中　佐賀県全般 佐賀新聞

1923 大正12　715 高汐　　小 佐賀県干拓史

1924 大正13　8　6 暴風雨　小　佐賀市，小城郡 佐賀新聞
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西　　　暦

　　年月　日

1924

1925

1925

1926

1927

1927

1928

1929

1930

1930

1931

1932

1933

1933

1935

1935

1935

1936

1936

1936

1937

1938

1940

1940

1940

1941

1941

1942

1943

1944

1945

1945

1947

1947

1948

1948

1948．

1948

工949
1949

日　　　　暦

　　　年月　日

大正13　911
大正14　626

大正149　6～7

大正15　9　7

昭和2　810
昭和2　913

昭和3　624～29
昭和4　7　4～8
昭和5　718

昭和5　812
昭和6　724～25

昭和7　7　6～7

昭和8　515→6
昭和8　9　3～4
昭和10　6
昭和10　623～24
昭莉10　627～30

昭和11　7　5～8

昭和11　7　9～10

昭和11　722～24

昭和12　726
昭和13　6　8～14

昭和15　629
昭和15　714

昭和15　911

昭和16　625～29

昭和1610　1

昭和17　829
昭和18　918～20

昭和19　9　3

昭和20　924

昭和201010
昭和22　717
昭和22　914～16

昭和23　5　3

昭和23　7　5
昭和23　911～12

昭和2310　5
昭和24　621

昭和24・824

被　　　害　　　記　　　録

堤塘欠壊1，400m　浸水160町歩
豪雨，洪水　中　杵島，東松浦郡

暴風雨　中　佐賀県全般

豪雨　　大　佐賀県全般

豪雨

有明海全域の干拓地高潮襲来，特に熊

本県被害す

豪雨　　大　佐賀泉全般

豪雨　　中　佐賀県全般

暴風雨　中　佐賀県全般

暴風雨　大　佐賀県全般

豪雨　中　杵島，佐賀，西松浦，三養
基

水害　大　佐賀県全般

豪雨　中　佐賀県全般
暴風雨　申　佐賀郡大詑間村

洪水，三猪郡三井地方に激しい
豪雨　　中　佐賀県全般

豪雨　　中　佐賀県全般

豪雨　　中　佐賀県全般

豪雨　　中　佐賀県全般

暴風雨　中　佐賀県全般

暴風雨　中　佐賀県全般

豪雨　　大　佐賀県全般
豪雨　　　　徳須息川

暴風雨　中

堤防欠壊690m，浸水田500町歩
豪雨　　　　佐賀県全般

暴風雨　　　佐賀県全般
暴風雨　大　佐賀県全般

暴風雨　大　佐賀県全般

高潮浸水400町歩，芦刈村西戸崎堤
防一部欠壊

有明干拓　異状高潮による被害（3．1
m）

暴風雨　台風（阿久根）佐賀県全般

有明干拓異常高潮による被害（3．6m）

潮風害　　東松浦郡，佐賀郡

豪雨　　　佐賀県全般

豪雨　大　佐賀県全般
豪雨

南有明村堤防20m欠壊57町歩浸水
台風（DELLA）　大　佐賀県全般
ジュデイス台風洪水　有明千拓高汐位

3．7m

文　　　献

佐賀県干拓史

佐賀日々新聞，肥前
日報

佐賀新聞，佐賀県干

拓史

佐賀新聞，祐徳神社
史

佐賀新聞

干拓埋立農地造成

佐賀新聞

佐賀新聞，五町田村
史

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀県干拓史

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀県干拓史

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀新聞

佐賀県干拓史

佐賀新聞

郷土研究（佐賀県）
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有明海北岸低地に拾ける水書防止に関する研究（最終報告）

防災科学技術総合研究報告　第16号　　1969

西　　　暦 日　　　　暦 被　　　害　　　記　　　録 文　　　献

年月　日 年月　日

1950 昭和25　913～14 台風（KEZIA）　中　佐賀県全般 佐賀新聞
1951 昭和26　7　8～15 豪雨　　　　　　中　佐賀県全般 佐賀新聞
1953 昭和28　6 洪水

1956 昭和31　8　9 佐賀沿岸全域，海岸堤防，干拓堤防に 有明海の千拓

壊滅的打撃
1957 昭和32
1959 昭和34　9 14号台風　橋本開，谷垣開
1962 昭和37　7　8 集中豪雨により，六角川，牛津川，塩 有明海北岸低地の地

田川流域氾濫 形と洪水及ぴ水利用
1967 砥園川
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